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　４月９日、町内の小学校５校で入学式が　４月９日、町内の小学校５校で入学式が

行われ、137 人の児童が小学生に仲間入り行われ、137 人の児童が小学生に仲間入り

しました。しました。

主な内容主な内容

◎令和５年度予算執行状況・・・２ページ◎令和５年度予算執行状況・・・２ページ

◎議会だより No.193・・・14 ～ 23 ページ◎議会だより No.193・・・14 ～ 23 ページ
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会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 30 億 5,963 万円 26 億　727 万円 85.2% 25 億 4,576 万円 83.2%
後 期 高 齢 者 2 億 6,572 万円 2 億 6,049 万円 98.0％ 2 億 2,935 万円 86.3%
介 護 保 険 20 億 6,066 万円 19 億 7,841 万円 96.0% 17 億 1,430 万円 83.2%
中央土地区画 1 億 5,567 万円 1 億　830 万円 69.6% 8,739 万円 56.1%
農業集落排水 2 億 9,238 万円 2 億 9,156 万円 99.7% 2 億 7,480 万円 94.0%
下 水 道 4 億 6,829 万円 3 億 8,426 万円 82.1% 3 億 5,319 万円 75.4%
合 計 63 億　235 万円 56 億 3,029 万円 89.3% 52 億　479 万円 82.6%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 5 億 3,204 万円 5 億　306 万円 94.6%
収益的支出 4 億　774 万円 2 億 4,190 万円 59.3%
資本的収入 1,000 万円 0 円 -
資本的支出 2 億 2,560 万円 4,431 万円 19.6%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
令
和
５
年
度
（
令
和
６
年
３
月

31
日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入

れ
を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
決
算
の
数

値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　予算額　110 億 8,854 万円

特別会計

●歳入（収入済額）103 億 6,720 万円（執行率 93.5%）

●歳出（支出済額）93億 9,773 万円（執行率 84.8%）

水道事業会計

・土地　　　　  688,087㎡（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 68,834㎡
・基金　　54 億 9,448 万円

107 億 8,468 万円
（特別会計を含む）

内　訳
　一般会計　　　　 

　62 億 1,168 万円
　　内  臨時財政対策債

35 億　278 万円
　中央土地区画整理事業会計

　2 億 4,276 万円
　農業集落排水事業会計

　　　18 億 2,650 万円
　下水道事業会計　　　

　　　24 億 1,263 万円
　水道事業会計

　　　　　9,111 万円

町民 1 人が納めた町税 　　                 　 14 万 2,958 円
1 世帯が納めた町税                            　  36 万 4,653 円
町民 1 人に使われた予算　（一般会計）      44 万 6,469 円
1 世帯に使われた予算　　 （一般会計）    113 万 8,843 円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）

(

町 税
寄 付 金
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
繰 越 金
地方消費税交付金
県 支 出 金
繰 入 金
地 方 譲 与 税
町 債
そ の 他

0 　　　　10　　　 　20　　　 　30　　 　　40
総 務 費

民 生 費

農 林 業 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

そ の 他

1 億 7,066 万円

30 億 911 万円
22 億 3,372 万円

12 億 5,531 万円

2 億 5,729 万円

7 億 223 万円

1 億 461 万円

19 億 265 万円

1 億 8,696 万円
4 億 9,627 万円

30 億 1,632 万円

7 億 6,176 万円

27 億 2,808 万円

6 億 8,227 万円

6 億 298 万円

5 億 3,440 万円

5 億 5,703 万円

5 億 1,489 万円

（億円）

0　　 　　10　 　　　20　　 　　30　　　 　40（億円）

(
4,839 万円
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令和６年度行政区長・副区長合同会議を開催令和６年度行政区長・副区長合同会議を開催

令和６年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 髙　野　洋　一 大　島　一　男
瀬 戸 井 髙　嶋　　　尚

生　井　　　猛
仁 江 戸 西 高　野　　　実 大　島　好　男 野　口　　　栄
粟 野 小　林　好　央 堀　　　富四郎 兵 庫 沼 端 照　内　　　篤 渡　辺　一　三
片 角 生　井　國　雄 生　井　　　実 前 田 小　林　　　誠 中　山　正　一
中 野 黒　川　　　勝 稲　葉　　　眞 高 野 沼　田　光　一　 木　村　　　豊
苅 橋 坂　從　正　実 保　科　一　男 伊 勢 山 大久保　誠　之 湯　本　明　雄
東 大 山 草　間　清　一 倉　持　栄　芳 根 ノ 谷 大久保　正　敏 上　竹　文　夫
太 田 古　德　武　男 山　口　　　勇 菅 谷 西 石　塚　誠一郎 北　野　和　已

若 金久保　照　夫 石　塚　茂　樹 西 大 山 幸　田　　　泉 爲我井　庄　一
沼 森 山　口　　　茂 小　竹　茂　美

塩 本 大　森　尚　樹
青　木　東　洋

貝 谷 塚　原　　　渥 後　藤　輝　夫 阿久津　秀　人
川 尻 鈴　木　一　男 鈴　木　　　忠 下 山 川 髙　﨑　　　隆 古　澤　　　泉
今 里 阿　部　愼　介 山　口　正　一 粕 礼 小　森　　　清 須　藤　芳　浩
本 郷 小　竹　　　剛 野　中　　　勤 本 田 宮　本　　　雄 大　里　真　弘
蕗 田 高　橋　正　雄 青　木　貞　夫 前 山 宮　本　　　功 　　田　浩　幸
東 蕗 田 青　木　喜　栄 桃　田　泰　司 松 山 野　口　　　浩 古　谷　勝　則
新 地 相　田　誠　一 塚　田　義　和 天王木番田 古　谷　秀　雄 大　里　清　作
福 岡 木　村　幸　夫 飯　倉　浩　行 築 越 六 軒 松　岡　重　光 峯　　　智　道
栗 山 飯　岡　克　己 小　竹　民　男 二 ツ 釜 荒　井　眞　治 宮　本　和　彦
尾 崎 青　谷　清　一 遠　藤　定　次 道 前 六 保 大　里　君　子 松　村　　　勇
大 間 木 堤　　　伸　男 堤　　　　　忠 平 塚 新 田 宮　本　正　美 河　口　　　努
芦ケ谷新田 金　子　　　実 井　桁　富美雄 水 口 斉　藤　　　実 大久保　　　誠
舟 戸 秋　葉　俊　彦 平　岡　　　正 松 本 生　井　　　隆 青　木　寿　夫
仲 坪 中　村　善　一 生　井　正　光 久 下 田 太　田　常　明 松　永　貞　良
山 ノ 神 髙　橋　正　男 秋　葉　貞　夫 新 井 井　上　文　彦 矢　中　　　亨
神 山 染　野　昭　彦 須　澤　裕　幸 八 町 杉　田　健　治 杉　田　政　夫

磯 岩　坂　　　正 大　竹　芳　明 袋 大　山　正　巳 大　山　博　士
村 貫 東 石　川　　　衛 竹　垣　正　一 野 爪 上　野　勝　好 川　面　健　二
村 貫 西 椎　名　　　聡 竹　垣　好　彦 坪 井 服　部　至　朗 櫻　井　　　清
佐 野 東 西　村　　　光 為我井　勇　一 高 崎 渡　辺　勝　男 相　澤　信　男
佐 野 西 爲我井　仁　司 爲我井　　　嘉 大 渡 戸 宮　本　　　保 荒　木　克　巳

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 柴　　　静　男 柴　　　隆　夫
小 屋 守　　　　　弘 倉　持　公　男

　４月６日、中央公民館で全行政区の区長・副区長を対象とした合同
会議を開催しました。野村町長から代表者に委嘱書が交付され、町の
施策や事業について情報共有を図りました。

◎

◎

〇

〇

〇

〇
〇

〇

詳詳細細ははここちちらら

茨茨城城県県結結城城郡郡八八千千代代町町菅菅谷谷502番番地地1
ＴＴＥＥＬＬ ００２２９９６６－－４４８８－－２２３３１１１１
EE--mmaaiill ssaawwaakkii--kk@@sswwkk--gg..ccoo..jjpp
ＵＵＲＲＬＬ swk-g.co.jp

茨茨城城県県知知事事登登録録旅旅行行業業 第第２２－－３３１１４４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

ココーースス

八八千千代代町町７７：：３３００発発 ～～ 銀銀座座アアーートトアアククアアリリウウムム美美術術館館（（見見学学）） ～～ アアパパホホテテルル＆＆リリゾゾーートト潮潮見見（（昼昼食食）） ～～ 豊豊洲洲千千客客万万来来（（散散策策）） ～～ 八八千千代代１１８８：：４４００頃頃着着
i

【【貸貸切切ババスス代代・・昼昼食食代代・・銀銀座座アアーートトアアククアアリリウウムム入入場場料料をを含含むむ】】

※※自自社社ババスス（（ササワワキキ観観光光ババスス））ババススガガイイトト同同行行・・最最少少催催行行人人員員２２５５名名

※※写写真真ははイイメメーージジでですす

旅旅行行代代金金
（（おおひひととりり様様））

出出発発日日：：６６月月３３００日日（（日日））・・１１３３,００００００円円（（税税込込））

光光彩彩とと音音楽楽のの中中をを舞舞いい泳泳ぐぐ金金魚魚をを芸芸術術作作品品「「アアーートトアアククアアリリウウムム」」とと
ししてて表表現現ししたた美美術術館館ををごご覧覧いいたただだきき、、今今年年22月月オオーーププンンのの豊豊洲洲千千客客万万来来
でで江江戸戸のの街街並並みみをを散散策策ししまますす！！

広告
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４
月
１
日
付
で
、
町
職
員
お
よ

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

【
企
業
派
遣
】
□
鈴
木
衛
（
産
業

建
設
部
長
）
□
金
子
慶
太
（
産
業

振
興
課
主
任
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
役
職
定
年
】
□
宮
本
克
典
（
総

務
部
長
）

◆
総
務
部

□
部
長
／
生
井
好
雄
（
保
健
福
祉

部
長
）

■
総
務
課　
□
課
長
／
鈴
木
和
美

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼

企
画
係
長
）
□
課
付
課
長
／
大
林

伸
光（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

■
財
務
課　
□
課
長
／
中
川
貴
志

（
総
務
課
長
）

◆
保
健
福
祉
部　

□
部
長
／
野
中
清
昭
（
福
祉
介
護

課
長
）

■
福
祉
介
護
課
　
□
課
長
／
粟
野

直
人
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補

佐
兼
地
方
創
生
係
長
）　

◆
産
業
建
設
部　

□
部
長
／
青
木
譲
（
上
下
水
道
課

長
）

■
農
政
課　
□
課
長
／
山
崎
浩
司

（
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）

■
都
市
建
設
課　

□
課
長
／
倉
持

浩
幸
（
財
務
課
長
）

■
上
下
水
道
課　
□
課
長
／
秋
葉

通
明
（
都
市
建
設
課
長
）

◆
会
計
課
　

□
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
／
鈴

木
佳
奈
（
国
保
年
金
課
長
補
佐
兼

国
保
係
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

□
局
長
／
齊
藤
武
史
（
農
政
課
長

補
佐
兼
農
政
係
長
）

〇
新
規
採
用

□
国
保
年
金
課
主
事
／
諏
訪
貴
未

佳
□
福
祉
介
護
課
主
事
／
川
村
玲

奈
□
福
祉
介
護
課
主
事
／
白
川
真

悠
□
産
業
振
興
課
主
事
／
塚
田
華

子
□
都
市
建
設
課
主
事
／
生
井
開

斗
□
上
下
水
道
課
主
事
補
／
藤
田

春
輝

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
坂
入
俊
夫
（
安
静
小
校
長
）
□

髙
野
和
則
（
安
静
小
教
諭
）
□
坂

入
鈴
子
（
下
結
城
小
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
教
頭
／
鈴
木
明

美
（
川
西
小
）
□
教
諭
／
中
島
稜

人
（
七
郷
小
）

■
安
静
小　
□
教
頭
／
松
﨑
早
苗

（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／
大
久
保

千
穂
（
下
結
城
小
）

■
中
結
城
小　

□
校
長
／
仲
田
郁

夫
（
県
教
育
庁
教
育
改
革
課
）
□

教
頭
／
杉
本
牧
人（
県
立
図
書
館
）

□
教
諭
／
髙
橋
美
穂
子
（
水
海
道

小
）
□
教
諭
／
松
田
千
尋
（
神
大

実
小
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
宮
澤
和

弘
（
深
芝
小
）
□
教
諭
／
村
田
と

も
え
（
安
静
小
）
□
係
長
／
酒
寄

智
玲
（
岩
瀬
小
）

■
川
西
小
　
□
教
頭
／
髙
橋
美
由

紀
（
八
千
代
町
教
育
委
員
会
指
導

主
事
）□
教
諭
／
久
保
田
智
則（
水

海
道
西
中
）

■
東
中　

□
校
長
／
國
府
田
睦

（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／
市
村
文

裕
（
古
河
市
教
育
委
員
会
指
導
主

事
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
頭
／
櫻
井

完
介
（
県
教
育
財
団
）
□
教
諭
／

川
上
義
明
（
関
城
中
）
□
教
諭
／

淀
繩
直
弥
（
那
珂
二
中
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会
　
□
指

導
主
事
／
石
井
美
津
子
（
名
崎
小

校
長
）

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
教
頭
／
松
﨑
早

苗
（
安
静
小
）
□
教
諭
／
川
村
雅

士
（
結
城
西
小
）

■
安
静
小　
□
校
長
／
石
塚
和
佳

子
（
下
館
南
中
）
□
教
頭
／
弦
巻

崇
（
中
川
小
）
□
教
諭
／
飯
塚
弘

幸
（
五
箇
小
）
□
教
諭
／
村
田
と

も
え
（
下
結
城
小
）
□
教
諭
／
田

山
聡
美
（
神
大
実
小
）

■
中
結
城
小　
□
校
長
／
國
府
田

睦
（
東
中
）
□
教
頭
／
田
﨑
浩
美

（
竹
園
東
小
）
□
教
諭
／
大
関
宏

明
（
関
城
西
小
）
□
教
諭
／
市
村

千
尋
（
村
田
小
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
横
関
正

俊
（
大
和
田
小
）
□
教
諭
／
大
久

学
　
校

保
千
穂
（
安
静
小
）
□
教
諭
／
飯

塚
明
彦
（
大
村
小
）
□
教
諭
／
諏

訪
秀
隆
（
新
規
採
用
）
□
主
事
／

麻
生
耕
太
（
結
城
中
）

■
川
西
小
　
□
教
頭
／
鈴
木
明
美

（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／
瀬
尾
美

由
紀
（
関
城
東
小
）
□
教
諭
／
秋

葉
善
克
（
仁
連
小
）

■
東
中　

□
校
長
／
太
田
一
茂

（
古
河
市
教
育
委
員
会
指
導
課
長
）

□
教
諭
／
幸
田
真
由
美
（
石
下
西

中
）
□
教
諭
／
大
島
慶
太
（
岩
井

中
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
頭
／
佐
藤

和
久
（
都
和
南
小
）
□
教
諭
／
松

本
栄
子
（
三
和
東
中
）
□
教
諭
／

鈴
木
宣
明
（
三
和
東
中
）
□
教
諭

／
大
浦
み
ど
り
（
新
規
採
用
）
□

教
諭
／
山
﨑
太
聖
（
新
規
採
用
）

□
教
諭
／
渡
邉
桃
可（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□
指

導
主
事
／
髙
橋
美
由
紀（
川
西
小
）

役
　
場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
管
理
職
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動

辞令交付式で服務の宣誓をする新規採用職員
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区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 １ １ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 １ ０ ０ １ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０

個人情報 町 長 ２ ２ ０ ０ ０

令和５年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況
令和５年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

令和５年
10 月 25 日、26 日
11 月６日、９日

関　眞幸
八千代町大字新地３７１番地２ 公選はがき送付のため

安静地区、仁江戸、若、
太田、東大山、沼森、
菅谷、瀬戸井

令和５年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
令和５年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4第 7項および公職選挙法施行規則第 3条の 4の規
定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申し出がありませんでした。

問い合わせ　総務課総務法制係（内線３２２０）

職　名 氏　名 行政区 職　名 氏　名 行政区

選挙管理委員長 水書　正義 東蕗田 補　充　員 斉藤　　実 水口

委員長職務代理者 古澤　藤男 川尻 補　充　員 青木　修一 塩本

委　　　  　　員 青木　啓悟 塩本 補　充　員 岩田　藤一 東大山

委　　　  　　員 橘　　紀彦 高崎 補　充　員 秋葉三佐男 神山

選挙管理委員会委員の改選
　選挙管理委員会委員と同補充員の任期満了に伴い、３月 23 日付けで以下の方々が委員、補充員に就任されました。なお、
委員長に水書正義さん、委員長職務代理者に古澤藤男さんが就任されました。各委員の任期は４年間です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（任期：令和６年３月 23 日～令和 10 年３月 22 日）

問い合わせ 　総務課総務法制係（内線３２２０）

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

広告広告

�/��(土)��:��～��:��
無料法律相談会を開催します

※初回相談の方限定・予約制

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日 � : � � ～ �� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

相談予約フォーム LINE 友だち追加

相続
今月は

遺言
今月は、相談時間を �� 分に延長します！
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【令和６年度八千代町消防団幹部】

職 名職 名 氏 名氏 名 行政区行政区
団 長 沢　木　清　司 高　野
副 団 長 渡　邉　利　明 久下田
副 団 長 沢　木　里　支 高　野
指 導 長 生　井　英　公 佐野東
指 導 員 杉　田　敏　博 高　野
指 導 員 岩　田　　　大 太　田
指 導 員 爲我井　一　城 佐野東
指 導 員 赤　塚　智　史 太　田
第１分団長 生　井　孝　治 粟　野
第２分団長 赤　浜　修　平 太　田
第３分団長 廣　瀬　秀　月 瀬戸井
第４分団長 片　野　政　宏 若
第５分団長 大　里　泰　雅 本　田
第６分団長 太　田　一　徳 久下田
第７分団長 澤　木　宏　至 高　野

　

３
月
31
日
、
中
央
公
民
館
で

八
千
代
町
消
防
団
（
沢
木
清
司
団

長
）
の
令
和
６
年
度
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
沢

木
団
長
か
ら
退
職
団
員
35
人
、
新

入
団
員
13
人
、
役
職
異
動
者
25
人

へ
の
辞
令
を
本
部
お
よ
び
各
分
団

長
に
交
付
。
団
長
訓
示
で
は
、
沢

木
団
長
が
退
職
団
員
へ
感
謝
の
言

葉
を
贈
る
と
と
も
に
、
新
入
団
員

に
は
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
は
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
新
入
団
員
を
対

象
と
し
た
規
律
訓
練
や
放
水
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

八
千
代
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
開
催団員に辞令を交付する沢木団長

新しい消防指令車を納車

３月 31 日、役場町民広場で新しい消防指令車の
納車式と安全祈願を実施しました。消防指令車は、
災害現場で必要な消防器具を搭載し、現場の指揮や
情報収集等を行う車両です。今回納車された指令車は、
さまざまな機能を兼ね備えているほか、車体には
町イメージキャラクターの八菜丸くんのステッカーが
貼付されています。
当日は、消防団関係者や町関係者も同席。
野村町長は「この指令車が消防活動の新たな
シンボルとなり、有事の際には大いに活躍して
くれることを期待しています」と述べました。

下妻消防署八千代分署に新しい消防車を配備

３月 1 日、下妻消防署八千代分署に配備される
水槽付消防ポンプ自動車の納車式が行われました。
この車両は、これまで活躍していた車両の老朽化に
伴い新たに更新されたもので、3 月 4 日から運用を
開始。2,000ℓの水槽を搭載しており、初期消火や
水利の不便な場所での消火活動に優れています。
納車式では、車両および資機材等の披露と説明が
行われ、野村町長は「新しい装備を携え、町民の安全・
安心を守る防災力の強化につなげてください」と
あいさつを述べました。

新しい消防車両が仲間入り新しい消防車両が仲間入り

問い合わせ　消防交通課消防防災係（内線３３１０）
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おめでとうございます

野村町長から伝達を受けた髙塚代表取締役（右）

　

髙
塚
建
設
工
業
株
式
会
社
（
髙

塚
幹
夫
代
表
取
締
役
）
が
日
本
赤

十
字
社
社
資
功
労
に
か
か
る
表
彰

で
「
金
色
有
功
章
」
を
受
章
し
、

３
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
楯
と

略
章
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の
寄
付

に
対
す
る
表
彰
で
、
当
日
、
町
長

室
で
野
村
町
長
か
ら
伝
達
を
受
け

た
髙
塚
代
表
取
締
役
は
「
地
域
に

根
差
す
会
社
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 日

本
赤
十
字
社
社
資
功
労
者
表
彰

有機 JAS 認証を取得した飯山製茶の皆さん

　

令
和
５
年
12
月
、
飯
山
製
茶
（
飯

山
万
寿
夫
代
表
）
が
、
茨
城
県
初
の

お
茶
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
生
産
さ
れ
た

も
の
で
、
登
録
認
証
機
関
が
検
査
し

て
認
証
さ
れ
た
事
業
者
の
み
が
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
認
証
を
受
け
て
、

飯
山
代
表
は
「
こ
の
お
茶
を
県
内
外

に
届
け
、
飯
山
製
茶
の
安
全
・
安
心

な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、

将
来
は
海
外
に
も
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

茨
城
県
初
の
お
茶
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得

大久保さん（左）と古澤さん（右）

　

３
月
18
日
、
茨
城
県
町
村
会
か
ら

民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受

け
た
大
久
保
一
衛
さ
ん
（
根
ノ
谷
）

と
古
澤
恒
雄
さ
ん
（
塩
本
）
へ
の
表

彰
状
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
称
え

る
も
の
で
す
。
大
久
保
さ
ん
は
、
平

成
18
年
か
ら
町
公
平
委
員
会
委
員
を

18
年
間
、
平
成
25
年
か
ら
は
委
員
長

を
務
め
、
古
澤
さ
ん
は
、
平
成
15
年

か
ら
統
計
調
査
員
を
20
年
間
、
平
成

31
年
か
ら
は
町
統
計
調
査
員
協
議
会

副
会
長
を
務
め
ま
し
た
。 民

間
自
治
功
労
者
表
彰

増田さん（中央）と板倉さん（右）

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表

彰
で
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
の
増

田
幸
子
さ
ん
（
太
田
）
が
茨
城
県
保

健
医
療
部
長
賞
を
、
板
倉
は
る
み
さ

ん
（
川
尻
）
が
茨
城
県
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
食

生
活
改
善
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
３
月
１

日
、
２
人
か
ら
報
告
を
受
け
た
野
村

町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

八
千
代
町
退
職
年
金
受
給
者

親
和
会
が
町
に
寄
付寄付金を手渡す生井会長（中央）と関さん（右）

　

３
月
８
日
、
八
千
代
町
退
職

年
金
受
給
者
親
和
会
（
生
井
光

男
会
長
）
が
、
会
の
解
散
に
伴

い
、
町
に
４
万
５
６
７
１
円
の

寄
付
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

生
井
会
長
と
関
好
太
郎
副
会
長

が
町
長
室
を
訪
れ
、
野
村
町
長

に
寄
付
金
を
手
渡
し
た
生
井
会

長
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
の
総
意

で
今
回
の
寄
付
と
な
り
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

いちごミルクを作る子どもたち 　
３
月
16
日
、
フ
ァ
ー
ム

八
千
代（
青
木
健
太
代
表
）

で
町
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
「
い
ち

ご
de
農
業
体
験
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
で

は
、
い
ち
ご
の
収
穫
や

パ
ッ
ク
詰
め
の
ほ
か
、
摘

み
た
て
の
い
ち
ご
を
使
っ

た
い
ち
ご
ミ
ル
ク
作
り
体

験
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

ど
の
作
業
も
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

美
味
し
い
い
ち
ご
を
味
わ
い
尽
く
す

い
ち
ご
de
農
業
体
験
を
実
施

各中学校での宅配「きらり塾」の様子 

　

２
月
29
日
に
八
千
代
第

一
中
学
校
で
、
３
月
４
日

に
東
中
学
校
で
中
学
３
年

生
を
対
象
に
宅
配
「
き
ら

り
塾
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
の
職
員
が
講
義
を
実
施
。

生
徒
た
ち
は
町
の
組
織
の

各
部
長
に
な
り
き
り
、
予

算
に
沿
っ
た
事
業
を
組
む

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り

の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
八
千
代
町
に
つ
い
て
知
ろ
う

町
内
中
学
校
で
宅
配
「
き
ら
り
塾
」
を
実
施

　
３
月
１
日
、
役
場
庁
議
室

で
町
と
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
と
の
包
括
連
携
協

定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
、
野

村
町
長
と
同
社
の
幸
森
真
人

つ
く
ば
支
社
長
に
よ
る
協
定

書
へ
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
社
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
私
の
地
元
応

援
募
金
」
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
町
民
の
健
康
増
進
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

に
締
結
し
た
も
の
で
す
。

活動最終日に参加した皆さん

　

３
月
16
日
、
県
立
八
千

代
高
等
学
校
の
１
年
次
生

６
人
、
２
年
次
生
３
人
で

活
動
し
て
き
た
高
校
生
歴

史
学
芸
員
講
座
が
最
終
日

を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は

６
人
が
参
加
し
、
記
念
品

と
し
て
勾
玉
づ
く
り
を
実

施
。
そ
の
後
、
一
人
一
人

が
１
年
間
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
感
想
を
発
表
し
、

笑
顔
で
修
了
証
を
手
に
し

ま
し
た
。

高
校
生
の
郷
土
愛
を
育
む

高
校
生
歴
史
学
芸
員
に
修
了
証
を
授
与

よ
り
充
実
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
を

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
協
定
を
締
結

協定書に署名した幸森支社長（右）

入校を報告した黒川さん（中央）

　
３
月
18
日
、
４
月
か
ら
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に

入
校
す
る
黒
川
拓
椰
さ
ん

（
中
野
）
が
自
衛
隊
茨
城
地

方
協
力
本
部
筑
西
地
域
事
務

所
の
市
毛
正
勝
所
長
と
と
も

に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
黒

川
さ
ん
は
、
野
村
町
長
に
入

校
の
報
告
を
す
る
と
と
も
に

「
通
信
技
術
等
を
学
び
、
国

を
守
る
現
場
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

国
と
国
民
の
安
全
の
た
め
に

自
衛
隊
入
校
者
が
入
校
報
告

子ども体験フェスタの様子 　
３
月
10
日
、
中
央
公
民
館

で
八
千
代
町
地
域
子
ど
も
教

室
主
催
の
「
子
ど
も
体
験

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
ベ
ー
ゴ
マ
や
け
ん
玉
な

ど
の
昔
遊
び
、
わ
な
げ
や
ス

テ
ン
シ
ル
遊
び
の
ほ
か
、
当

日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
登
場
し
た
町
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
八
菜
丸
く

ん
と
の
写
真
撮
影
を
楽
し
み

ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
体
験

子
ど
も
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。
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スポーツコーナー 問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果
■第 35 回町民卓球大会

〔と　き〕２月 18 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕

一般男子シングルス
優　勝　小口悠介
準優勝　稲見哲也
第３位　槙野弘也
第３位　稲葉真也
一般女子シングルス
優　勝　山口みや子
準優勝　大塚信子
第３位　増田紋子
第３位　長塚麻衣子
中学男子シングルス
優　勝　髙安夏広
準優勝　高田瑞希
第３位　古橋翼
第３位　小林龍太郎
中学女子シングルス
優　勝　西塚海希
準優勝　槙野心花
第３位　水書七海
第３位　為我井謡
混合ダブルス
優　勝　堀江啓斗・栃木維人
準優勝　小泉裕希・小林優心
第３位　中川裕登・大島直人
第３位　秋葉翔太・長塚麻衣子

（敬称略）
■第 97 回町民ソフトボール大会

〔と　き〕３月 10 日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
　　　　  八千代町ソフトボール連盟

〔主な結果〕
優　勝　フェニックス
準優勝　伊勢山ソフトクラブ

■ AKENOVICTORYS  CUP
〔と　き〕３月 17 日（日）
〔ところ〕協和の杜体育館
〔主　催〕明野ビクトリーズ
〔主な結果〕
優　勝　八千代МＢＣ

一般男子シングルスで優勝した小口さん

優勝したフェニックスの皆さん

優勝した八千代МＢＣの皆さん

 広 告 募 集
 広報やちよに広告を掲載しませんか？

　■掲載料金
　　1枠　　縦 45.5mm ×横 175mm １回 10,000 円
　　1/2 枠　縦 45.5mm ×横 85mm  １回  5,000 円

　■申し込み・問い合わせ
　　秘書課広報ＰＲ係
　　電話 0296-48-1111（内線 3530）

広告
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ぼ
く
の
大
好
き
な
人
は
お
父
さ
ん
で
す
。
お
父
さ

ん
は
い
つ
も
ぼ
く
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　

週
末
も
い
そ
が
し
い
の
に
、
ぼ
く
が
野
球
の
日
は

必
ず
手
作
り
の
お
弁
当
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ

く
は
、
他
の
ど
ん
な
食
べ
物
よ
り
も
そ
の
お
弁
当
が

大
好
き
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
が
野
球
で
失
敗
し
て
落
ち
こ
ん

で
い
る
時
、
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
た
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
の
練
習
に
つ
き
あ
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

た
ま
に
怒
っ
た
り
き
び
し
い
時
も
あ
る
け
れ
ど
、

ぼ
く
は
、
い
つ
も
味
方
で
い
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
が

大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で
ぼ
く
の

味
方
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

大 好 き な 人

笑顔がいいね !♥

大
好
き
な
お
父
さ
ん

み ん な の 広 場

最近、姉のマネをし
て、歌とダンスをす
る事が大好きなパワ
フルガール凛ちゃ
ん。これからの成長
が楽しみです♪♪

父　健治さん
母　幸奈さん

新
しんざと

里　凛
りん

ちゃん　
令和３年６月 11 日生まれ
 　　　　　　　　（菅谷西）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

中
なかざと

里　 羽
わく

玖　 さん（中結城小６年）

芳
よしひさ

久　 さん （父）

　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？掲載希望の際は、右下の二次元コードを読み
  取り、応募フォームに氏名等を入力後、画像を１枚
  添付して送信してください。ご応募、お待ちしています。

  対象年齢　生後１～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話等で
　　　　　  お知らせします。
  申込期限　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載　

   問い合わせ
   秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

  笑顔がいいね！写真募集笑顔がいいね！写真募集  

中
なかざと

里　　
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町長コラム vol.43

東京直結鉄道の整備・誘致実現に向けて
　地下鉄８号線。東京メトロ「有楽町線」の延伸に
ついてです。延伸の構想があるのは、TX（つくばエ
クスプレス）の八潮駅、JR 武蔵野線の越谷レイクタ
ウン駅を経由して東武野田線の野田市駅に至るルー
ト。さらに、野田市から利根川を渡河して、坂東市、
常総市、八千代町を経由して下妻市の大宝駅へ、そ
こから関東鉄道常総線に乗り入れて、筑西市の下館
駅へという構想です。
　この構想に初めて接したのは、今から約 40 年前、
当時茨城県庁、企画部企画調整課に出向を命じられ、
県計画地域編を担当させていただいた時です。つく
ば万博開催の年（昭和 60 年）といえばわかりやす
いでしょうか。
　この鉄道は、もし実現すれば鉄軌道の空白地帯が
多い茨城県西部と都心方面を直結する新ルートの実
現となりますし、東武野田線、つくばエクスプレス
などと乗り換えができるうえ、集客力が極めて高い
越谷レイクタウンを経由する新たな鉄軌道となります。
　課題としては、膨大な整備費と利用客の確保であ
ろうと考えられています。約 40 万人近い沿線開発
人口の必要性の話もさることながら、現在はむしろ
人口減少が懸念されている現状です。

　ところで、昭和 60 年以前に役場や町内でこの鉄
軌道計画を私は聞いたことが全くなく、県庁への出
向で初めて知ることになりました。一方で、八千代
町には昭和 40 年代後半にかけて分譲地のミニ開発
の波が来ていました。
　確か「古河駅下車徒歩 15 分、八千代団地」という
見出しのちらしを後で見ました。この分譲地の買い
主は主に東京、千葉、埼玉方面の方々であり、今は
その方たちのお子さんたちが相続しています。ある
時その方たちになぜ、八千代町の土地を家の人は購
入したのかということを聞いたところ「よく覚えて
いないが、父はこの土地に鉄道が通るので将来ここ
で暮らしたいと言っていた」というのです。購入時
期は、ほぼ昭和 47 ～ 50 年あたりです。そうすると
開発業者の皆さんは、私たちが知る約 15 年前、つま
り少なくとも今から 54 年も前にこの鉄軌道計画を知
り活動していたということになります。この構想は、
現在も千葉県、埼玉県、茨城県の関係者が協議会を
結成し、鋭意誘致活動を続けています。八千代町は
今年も知事要望に参加しました。いつの日か八千代
町に鉄道が通り駅ができる。そう信じているわけで
す。今後も、声を上げ続けたいと思います。

地域おこし協力隊活動レポート

地域おこし協力隊員
（にぎわい創出プロジェクト）

草
くさ

栁
やなぎ

　安
ちよ

子
こ

さん
令和４年８月１日着任

　にぎわい創出担当残り１年です。地域の宝…子どもたちを喜
ばせたい一心で１年目は、あじさいさんとオハナこども食堂さ
んで「ありがとうのお絵かき」「ハタオリの貼り絵」を提供。障
がいがある方や子どもたちに喜ばれ、八千代町の思い出を未来
に繋ぐ「八千代町ミライすごろく」を創作しました。
　２年目は毎月第２土曜日に、グリーンビレッジ憩遊館で「三
世代まるっと笑顔で八千代町」がコンセプトの「やちまる」を
主催。八菜丸と一緒にナゾトキ、クジ引き、KABOO クッキー、
KABOO チョコパン、KABOO 煎餅が当たる、子どもたちが喜ぶ
仕掛けを創りました。
　3 月 23 日（土）第 12 回目を町民公園で開催、茨城新聞の 3
月 27 日号に載りました。歌やダンスに拍手喝采、町民皆さんが
主役となり輝いたこと感無量です。続く桜咲く東蕗田天満社さ
んでキッチンカー手配、お茶や凄麺を食べるサービスを提供し
ました。
　やちまるに来てくれた子どもたちの笑顔は宝物です。ありが
とう！３年目はやちまるで起業を目指し空店舗を探します。応
援お願いいたします。

～その７～
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「
野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部

に
よ
る「
実
の
な
る
木
配
布
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

旬
彩
・
や
ち
よ
農
産
物

八
千
代
直
売
所

　

農
政
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
１
０
）

　
　
　
　

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
」
な
ど
、
就
職
の
悩
み
や

不
安
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
５
月
16
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

お知らせ版お知らせ版
№ 777№ 777

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

空き家実態調査の実施について

　町では、空家等対策の推進の関する条例や空き家
対策計画に基づき空き家対策に取り組んでおります。
今年もより実態を反映した空き家情報を把握するた
め、下記のとおり空き家実態調査を行います。皆さ
まのご理解とご協力をお願いします。　　

調査対象
町内の空き家と思われる住宅
調査人員
都市建設課　職員２名
※職員は記名証を持参し、蛍光ベストを着用します。
その他　
①八千代交番へ空き家調査を行う旨、事前相談を行っ
　ております。
②空き家調査に関し、区長ならびに近隣住民に聞き
　取りをすることがあります。
③空き家調査の際、公用車を各行政区公民館の敷地
　等に駐車することがあります。
 
問い合わせ
都市建設課住宅・空き家対策係（内線２４３０）

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次の
とおり情報伝達試験を行います。これは、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）を用いた試験で、八千
代町以外の地域でもさまざまな手段を用いて情報伝
達試験が行われます。

日　　時　5 月 22 日（水）　午前 11 時
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から、
　　　　　　一斉に、下記のように放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、J アラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、ぼうさい八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※ J アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星を通じて瞬時に伝える
　システムです。

問い合わせ　消防交通課消防防災係（内線３３１１）

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

　

関
東
総
合
通
信
局

〇
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９　
　
　
　

〇
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

実
施
日
時　
【
第
１
回
】
６
月
11
日

（
火
）　
【
第
２
回
】６
月
18
日（
火
）【
第

３
回
】 6
月
25
日
（
火
）【
第
４
回
】 ７

月
2
日
（
火
）【
第
５
回
】 7
月
9
日

（
火
）
各
日
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
高
齢
者

研
修
室

対
象
者　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

薮
下
典
子
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）

内
容   
身
体
を
使
っ
た
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
み

申
込
期
間　

５
月
20
日
（
月
）
～

30
日
（
木
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
１
３
１
０
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

５
月
15
日
（
水
）
午

後
４
時

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て

電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動
お
よ

び
不
法
無
線
局
の
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
ま
す
。
電
波
は
、
暮
ら
し

の
中
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。
電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん
な

で
守
り
ま
し
ょ
う
。

TEL

問

問

問

TEL 問

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

募

集

募

集

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
愛
鳥
週
間
」
で
す

TEL

「
い
き
い
き
脳
ト
レ
講
座
」

（
前
期
）
参
加
者
募
集

TEL

守
ろ
う
！
電
波
ル
ー
ル

問



13　　広報やちよ№ 775　2024.5 月号

選
考　

書
類
審
査
（
一
次
選
考
）

お
よ
び
面
接
（
二
次
選
考
）

応
募
方
法　

必
要
書
類
を
添
付
し

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
応
募
（
健

康
診
断
書
類
の
み
郵
送
）

〇
募
集
関
連
イ
ベ
ン
ト

日
時　

６
月
22
日
（
土
）
午
後
2

時
～
4
時

場
所　

エ
ク
セ
ル
ホ
ー
ル
（
水
戸

ビ
ル
6
階
）

※
詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協

力
隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
連
携
推
進
課

　

０
２
９
‐
８
３
８
‐
１
１
１
７

●人口 21,049 人 (1,815) ●男 11,068 人 (1,338) ●女 9,981 人 (477)
●世帯数 8,252 世帯 (1,583)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ４月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

問TEL

問

　
「
俳
句
を
読
む
こ
と
は
好
き
、

で
も
作
る
と
な
る
と
・・
」
と
お
っ

し
ゃ
る
方
、
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん

か
。
毎
日
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し

た
発
見
や
楽
し
み
が
増
え
て
き
ま

す
。
人
生
百
年
、こ
れ
か
ら
で
す
。

初
夏
の
風
に
心
の
翼
を
広
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
、
午
後

1
時
30
分
～

場
所　

中
央
公
民
館

　

八
千
代
文
芸
俳
句
会　

代
表

山
中
康
雄

　

０
２
９
６
‐
49
‐
３
０
８
７

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国

で
現
地
の
人
々
と
と
も
に
働
き
な

が
ら
、
互
い
に
学
び
合
い
、
人
づ

く
り
国
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
17
日
（
金
）
～

7
月
1
日
（
月
）

応
募
資
格　

青
年
海
外
協
力
隊
、　

シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
︑
日
系
社
会

青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
シ

ニ
ア
海
外
協
力
隊

対
象
者　
20
～
69
歳
で
日
本
国
籍

を
持
つ
人

待
遇　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
規
定
に
基
づ

き
、
往
復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、

国
内
手
当
等
を
支
給

問TEL 「
八
千
代
文
芸
俳
句
会
」

会
員
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

住宅用蓄電池の導入補助金のお知らせ
　住宅用蓄電システムを設置される方に費用の一部
を助成します。
対象設備
住宅（店舗等の併用住宅を含む）に設置される家庭
用畜電池（10kw 未満の太陽光発電設備と接続され
るものに限る）
補助要件　
・町内に住所を有すること（設置完了時までに町内
　に住民登録をする場合を含む）
・自ら居住もしくは居住を予定している町内の住宅
　に対象設備を設置することまたは住宅販売事業者
　より未使用の対象設備付き住宅を自らの居住用に
　供するために取得すること
・令和 7 年 3 月 15 日（土）までに機器の設置が完了
　できること
・町税等に未納がないこと
補助金額　上限 10 万円
受付期間　令和 6 年 5 月 7 日～（土日祝日を除く）
※予算限度額に達し次第締め切ります。
※詳しくは、右記二次元コードの町ホーム
　ページをご覧ください。
問い合わせ
環境対策課環境政策係（内線２５２０）

５月の納税等
  

納期内納付にご協力を
お願いします。

軽自動車税（種別割）
（全期）　

納期は５月 31 日（金）です

　  税 務 課（内線 1520）

令和 6 年度八千代町花壇コンクールを実施
　環境美化運動の一環として地域の花壇づくりを推進
し、花のある心なごむふるさとづくりを目的として実施
します。
実施期間　7 月～ 8 月（この期間に現地審査を実施）
対象花壇　
町内に所在し、不特定の人が目にすることができるプラ
ンターや花壇等（形態・規模は不問）
例：集落センター、公園、広場等の花壇
対象団体
行政区、シニアクラブ、子供会、女性会のほか、花愛好
グループなどの任意団体（団体の人数や規模は不問）
助成等
・花の苗（30 株程度）　※６月上旬に支給予定　
・参加費　（1 万円）　※コンクール終了後に支給予定
申込方法
申込書に花壇づくり年間活動計画書を添えて、秘書課窓
口に提出、郵送またはメールで申し込み
※申込書は、町ホームページからダウンロードできます。
　また、秘書課窓口にも設置しています。
申込期限　5 月 24 日（金）
※詳しくは、右記二次元コードの町ホーム
　ページをご覧ください。

問い合わせ　秘書課地域協働係（内線３５２０）

八千代町の若者による
野外音楽フェス『ミニやちおん』開催

　今年も『ミニやちおん』と題して、町内にゆかり
のある方々の音楽ライブをはじめ、町内の事業者に
よる飲食・ワークショップ出店、お子さまからご年
配の方まで楽しめるアクティビティコーナーを設け
たイベントを開催します。

日　時　５月 19 日（日）午前 10 時～午後４時
　　　　※雨天縮小開催、荒天中止
場　所　旧中山家住宅（八千代町川尻 786 番地）
出演者
安静保育園、髙橋真弘、東中学校吹奏楽部、幕之内
桂（力士団）、H&N、Mother Spoon
出店者
とうふやたかはし、ファーム八千代、ホビーズ JIN、
やちまる、柳田建装、有限会社せき、Bayviewcandles、
PARAFUSE. 脳洗浄、YACHIOLAS、Yachiyo's Kitchen
入場料　無料
※詳しくは、右記二次元コードのやちおん
　公式サイトをご覧ください。

問い合わせ
産業振興課地域振興係（内線２３１０）
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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
１　

８
０
５
万
８
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
１
０
億
８
８
５
４
万
１　

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
公
共

施
設
整
備
基
金
積
立
金
及
び

義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立

金
、
並
び
に
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
積
立
金
を
含
む
財
産
管
理
費

４
億
８
４
７
７
万
円
、
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
費
を
含
む
総
務
管
理
費

８
億
９
９
０
１
万
９
千
円
、
主
力

産
品
振
興
助
成
金
を
含
む
農
業
費

２
４
９
７
万
６
千
円
、
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
を
含
む
障
害
者
福

祉
費
３
７
６
万
７
千
円
等
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９３

一般会計 86 億 9400 万円など、令和６年度予算を可決

  

今
回
可
決
し
た

今
回
可
決
し
た

  

そ
の
他
の
議
案
内
容

そ
の
他
の
議
案
内
容

　令和６年第１回定例会は、３月５日から 14 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和６年度予算をはじめ、条例改正など 30 議案が提案され、全ての議案を
原案のとおり可決しました。
　一般質問は３月 12 日と 13 日に行われ、12 人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

● 

予　

算

● 

そ
の
他

会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減額 増減率

一　般　会　計 8,694,000 8,112,000 582,000 7.2

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,065,855 3,077,913 △ 12,058 △ 0.4

後期高齢者医療特別会計 301,850 257,770 44,080 17.1

介護保険特別会計

保険事業 1,945,581 1,904,350 41,231 2.2

介護サービス 5,050 4,550 500 11.0

八千代中央土地区画整理事業特別会計 114,783 115,312 △ 529 △ 0.5

農業集落排水事業特別会計 ― 298,769 △ 298,769 皆減

下水道事業特別会計 ― 509,459 △ 509,459 皆減

企
業
会
計

水道事業会計

収益的 529,862 528,565 1,297 0.2

資本的 125,362 262,493 △ 137,131 △ 52.2

下水道事業会計

収益的 622,590 ― 622,590 皆増

資本的 472,843 ― 472,843 皆増

◇令和６年度 会計別予算◇

● 

補
正
予
算

（単位：千円・％）
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◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０　

８
万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

30
億
５
９
６
３
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
７
８
６　

万
９
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
６
５
７
１
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
に
お
い
て
、
歳

入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
８
５　

６
万
６
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
20
億
５
５
４
７
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出

を
そ
れ
ぞ
れ
64
万
２
千
円
増
額

し
、
予
算
総
額
を
５
１
９
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
万
９　

千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
億　

５
５
６
７
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

● 

予　

算

● 

そ
の
他

● 

専
決
処
分

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

人
事
院
勧
告
及
び
地
方
自
治
法

の
改
正
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
期
末
手
当
支
給
月
数
の

改
正
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
へ

勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償

化
及
び
茨
城
県
の
マ
ル
福
対
象
の

拡
充
に
伴
う
関
係
規
定
の
整
備
を

す
る
も
の
で
す
。

◇
出
産
子
育
て
奨
励
金
条
例
の
一

部
改
正

　

受
給
資
格
を
町
内
に
住
所
を
有

す
る
期
間
が
奨
励
金
の
支
給
期
限

と
な
る
児
童
の
一
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
に
１
年
経
過
し
た
方
や

婚
姻
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
奨

励
金
を
支
給
で
き
る
よ
う
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◇
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
　

水
道
法
等
の
権
限
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
国
土
交
通
大
臣
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
内
の

規
定
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
８
９
４　

万
７
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
９
２
３
８
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
１
１　

７
万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

４
億
６
８
２
８
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、
水
道
事

業
収
益
を
３
４
７
万
４
千
円
増
額

し
、
予
算
総
額
を
５
億
３
２
０
３　

万
９
千
円
、
水
道
事
業
費
用
を

１
３
８
３
万
円
減
額
し
、
予
算
総

額
を
４
億
７
７
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
４
条
予
算
に
お
い
て
、

資
本
的
収
入
を
１
千
万
４
千
円
増

額
し
、
予
算
総
額
を
１
千
万
４
千

円
、
資
本
的
支
出
を
３
６
８
９
万　

１
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
２
５
６
０
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
追

加
さ
れ
た
本
籍
地
以
外
で
の
戸
籍

謄
本
の
交
付
事
務
等
の
手
数
料
を

条
例
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例

　

公
益
的
法
人
等
へ
職
員
を
派
遣

す
る
た
め
、
法
律
に
よ
り
条
例
に

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
必
要
事
項

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
教
育
支
援
委
員
会
条
例

　

特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と

す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
に
対

し
、
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
た
め

教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
に
応
じ

て
調
査
審
議
し
、
答
申
を
行
う
教

育
支
援
委
員
会
に
つ
い
て
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

条
例
（
全
部
改
正
）

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、
空

家
等
対
策
協
議
会
の
設
置
及
び
町

が
行
う
緊
急
安
全
措
置
等
の
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◇
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
町

と
議
員
個
人
の
契
約
の
規
制
の
対

象
か
ら
３
０
０
万
円
を
超
え
な
い

者
が
除
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
内
の
契
約
に
関
す

る
遵
守
事
項
に
つ
い
て
同
法
の
金

額
に
合
わ
せ
る
よ
う
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◇
監
査
委
員
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
同

法
内
の
条
番
号
が
変
更
さ
れ
た
た

め
、
条
例
内
に
引
用
さ
れ
る
同
法

の
条
番
号
に
つ
い
て
改
正
後
の
番

号
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
、
旧
中
山
家
活
用
検
討

委
員
会
委
員
、
公
共
施
設
再
編
整

備
検
討
委
員
会
委
員
及
び
学
校
運

営
協
議
会
委
員
を
加
え
る
も
の
で

す
。

● 

条　

例
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◇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
に
規
定
す
る
１

号
被
保
険
者
の
標
準
段
階
を
13
区

分
と
し
、
各
段
階
中
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
ま
で
の
基
準
額
に
対

す
る
割
合
を
引
き
下
げ
、
第
10
段

階
か
ら
13
段
階
ま
で
の
割
合
を
引

き
上
げ
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◇
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

消
防
団
の
団
員
確
保
の
た
め
、

消
防
団
員
の
報
酬
等
を
左
記
の
と

お
り
見
直
す
も
の
で
す
。

　

◇
小
学
校
教
師
用
指
導
教
材
購
入

契
約

　

株
式
会
社
大
塚
屋
書
店
（
下
妻

市
）
と
１
８
６
４
万
９
９
５
０
円

（
税
込
）
で
契
約
す
る
も
の
で
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
委
員
が
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

１
氏
を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

適
任
で
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

秋
山
ま
ゆ
み
さ
ん
（
高
野
）

◇
町
道
路
線
の
認
定

　

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
菅
谷
地
内
の
１
路
線
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　　　　　　　　条例の主な改正内容

年額報酬 :団員３６，５００円

　　　　　団員より上位階級　職責に応じた額

出動報酬：１回（２時間未満）１人につき

　　　　　２，０００円（以後１時間毎１，０００円加算）

費用弁償：出動１回１人につき３７０円

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々

が
当
選
し
ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員
（
４
名
）

　

青
木
啓
悟
さ
ん
（
塩
本
）

　

古
澤
藤
男
さ
ん
（
川
尻
）

　

水
書
正
義
さ
ん
（
東
蕗
田
）

　

橘
紀
彦
さ
ん
（
高
崎
）

◎
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
（
４
名
）

　

⑴
斉
藤
実
さ
ん
（
水
口
）

　

⑵
青
木
修
一
さ
ん
（
塩
本
）

　

⑶
岩
田
藤
一
さ
ん
（
東
大
山
）

　

⑷
秋
葉
三
佐
男
さ
ん
（
神
山
）

　

※�

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
補
充
順

位
を
表
し
ま
す
。

◇
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と

中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
採
択
の
請
願
書

【
提
出
代
表
者
】

　

茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　

議
長　

鈴
木　

貴
之

　
　
　

（
審
議
結
果
：
不
採
択
）

● 

契　

約

● 

人　

事

● 

そ
の
他

  

請
願
に
つ
い
て

請
願
に
つ
い
て

議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

上
野　

政
男

審議結果

八千代町手数料条例の一部を改正する条例の
専決処分事項の承認を求めることについて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

八千代町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和６年度八千代町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和６年度八千代町国民健康保険特別会計予
算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和６年度八千代町後期高齢者医療特別会計
予算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和６年度八千代町介護保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の
拡充を求める請願書

× ○ ○ ○ × × ○ × × × × ○ × ー 不 採 択

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー議長は採決に加わらない。

令和６年３月（第１回）定例会　議案 審議結果
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地
方
自
治
体
の
財
源
は
自
主

財
源
と
依
存
財
源
が
あ
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

は
、
令
和
６
年
３
月
現
在
で

22
億
３
６
０
０
万
円
と
、
と
て
も

大
き
な
自
主
財
源
で
す
。
そ
こ

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
若
い
人
か
ら
起
業
す
る

人
を
発
掘
し
、
町
の
魅
力
を
出
す

た
め
に
そ
れ
ら
の
人
を
支
援
し
、

儲
け
て
い
た
だ
く
、
そ
れ
を
ふ
る

さ
と
納
税
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
そ
し
て
、
生
み
出
し
た
お
金

を
さ
ら
に
町
に
投
資
す
る
、
そ
う

い
う
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
、
地
域
商
社
の
設
立
を
提
案

い
た
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
町
政
運
営
方
針
が
示

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
、

企
業
誘
致
、
稼
ぐ
農
業
の
推
進
、

自
主
財
源
の
確
保
、
持
続
可
能
な

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
の
任
期
も
今
夏
ま
で
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
の
町
政
へ
の
決

意
表
明
は
あ
り
ま
す
か
。

町　

長　

次
期
町
長
選
挙
に
出
馬

し
、
で
き
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
４

年
の
時
間
を
い
た
だ
き
、
全
力
で

ふ
る
さ
と
八
千
代
町
の
将
来
を
懸

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
みや

本
もと

 直
ただ

志
し

 議員

ふ

る

さ

と

納

税

及

び

次

期

町

長

選

挙

に

つ

い

て

で
、
本
町
の
令
和
５
年
度
の
自
主

財
源
の
比
率
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
自
主
財

源
の
確
保
の
た
め
、
地
域
商
社
を

設
立
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
詳
し
い
内
容
の
説
明
を
求
め

ま
す
。

総
務
部
長　

町
税
等
の
自
主
財
源

が
56
．
８
％
、
地
方
交
付
税
等
の

依
存
財
源
が
43
．
２
％
で
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
含
む
寄
附
金
に
つ

い
て
は
26
％
で
、
町
税
に
次
ぐ
貴

重
な
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

産
業
建
設
部
長　

地
域
商
社
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

お
け
る
対
応
強
化
、
農
産
物
の
６

次
産
業
化
、
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
を
柱
と
し
た
事
業
の
展
開
を

考
え
て
い
ま
す
。
当
面
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
託
業
務

を
中
心
と
し
て
最
少
の
人
員
で
業

務
を
始
め
ま
す
。

町　

長　

本
町
の
農
業
は
魅
力
的

で
あ
り
、
小
さ
な
町
か
ら
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
状
況
を
発

さ
れ
る
も
の
は
、
現
時
点
で
０
件

で
す
。
今
後
は
、
空
家
等
対
策
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
管
理
不
全
空

家
や
特
定
空
家
の
指
導
等
の
措
置

に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
産
業
構

造
の
変
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
非
正
規
雇
用
者
、
年
金
生
活

者
、
失
業
者
な
ど
、
無
職
の
方
が

半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

滞
納
率
の
高
さ
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
滞
納
し
て
い
る
方
へ
の

相
談
体
制
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

国
民
健
康

保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

通
常
の
保
険
証
で
は
な
く
、
短
期

有
効
被
保
険
者
証
を
交
付
し
更
新

時
に
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
場
合
に

は
資
格
証
明
書
を
交
付
し
、
特
別

療
養
費
の
申
請
の
際
に
国
民
健
康

空

家

対

策

に

つ

い

て

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
令
和
５
年
12
月
13
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
へ
の
法
改

正
の
周
知
方
法
と
本
町
の
特
定
空

家
の
件
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

改
正
法
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
発

送
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
の

発
送
に
併
せ
て
、
チ
ラ
シ
を
同
封

し
ま
す
。
令
和
５
年
10
月
の
広
報

や
ち
よ
に
お
い
て
も
、
空
家
の
適

正
管
理
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

特
定
空
家
の
件
数
に
つ
い
て
で

す
が
、
本
町
は
空
家
等
対
策
協
議

会
が
な
く
、
特
定
空
家
を
認
定
す

る
法
的
な
手
続
き
が
な
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
け
る
特
定
空
家
と
定
義 増

ます

田
だ

 光
みつ

利
とし

 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
12
名
が
登
壇

保
険
税
の
納
付
を
促
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
病
気
や
生
活
状

況
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
納
期
限

内
に
納
付
で
き
な
い
方
に
対
し
て

は
、
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
分
納
誓
約
後
に
納
付

約
束
が
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
来
庁
要
請
や
訪
問
等
に
よ
る

状
況
確
認
を
実
施
し
、
早
期
完
納

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
毎

月
の
納
付
が
滞
っ
て
い
る
場
合

は
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
滞

納
処
分
の
予
告
を
実
施
し
て
法
律

に
基
づ
き
滞
納
処
分
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
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い
る
こ
と
と
災
害
時
に
強
い
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
移
住
定
住
の
候
補
地
と

し
て
八
千
代
町
を
選
ん
で
も
ら
う

た
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
と
、

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

町　

長　

来
年
度
、
地
域
商
社
を

設
立
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
地
方

創
生
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地

域
経
済
の
基
盤
を
強
化
い
た
し
ま

す
。
事
業
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
強
化
、
地
域
資
源
の
６
次
産

業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
本
町

の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
か
ら

始
め
、
さ
ら
に
、
賑
わ
い
創
出
の

た
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

や
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
、

観
光
・
移
住
定
住
促
進
な
ど
、
多

種
多
様
な
事
業
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
実
行
す
る
組
織
と
い
た

し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
、
将
来
に
向
け

て
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
私
た
ち

の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
行
政
区
の
行
事
等

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

現
在
、
行
政
区
へ
の
加
入
率
の
低 安

やす

田
だ

 忠
ただ

司
し

 議員

下
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

町
特
有
の
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
負
担
に
感
じ
て
い
る

と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
町
の

対
応
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

現
在
、
行
政
区
長
や
行

政
区
の
役
員
の
方
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
教
育
後
援
会
費
の
集
金

の
廃
止
や
、
充
て
職
、
使
送
文
書

の
削
減
な
ど
改
革
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

に
つ
い
て
も
、
実
情
に
即
し
た
持

続
可
能
な
組
織
へ
と
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
上
下
水
道
の
加
入
料
金
と
使
用

料
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
近
隣
自

治
体
と
の
格
差
と
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

水
道
料
金
に
つ

い
て
は
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る

方
式
の
た
め
、
都
市
部
の
地
域
と

比
較
す
る
と
や
や
高
め
の
料
金
設

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
方
式
は
、
水
質
が
安
定
し
て

り
方
検
討
委
員
会
の
皆
様
に
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

委
ね
る
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
執
行
機
関
と
し
て
の
町
の
考

え
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町　

長　

統
合
し
た
際
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
児
童
生
徒
を

多
様
な
意
見
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
た
な
人
間
関
係

を
構
築
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
少
な
い
人
数
の
中
で
育
て
て

あ
げ
た
い
と
い
う
声
も
保
護
者
の

方
か
ら
は
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
意
見
も
含
め
て
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

中
央
公
民
館
は
50
年
も

の
間
、
多
く
の
町
民
の
方
に
愛
さ

れ
た
施
設
で
す
が
、
現
在
は
雨
漏

今
後
の
町
民
人
口
減
に
対

し

て

ど

う

対

応

す

る

か

　

今
年
度
、
八
千
代
第
一
中
学
校

か
ら
１
０
７
名
、
東
中
学
校
か
ら

59
名
の
生
徒
が
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
現
在
、
小
中
学
校
に

関
し
て
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
議
論
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
形
を
望
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

町　

長　

本
町
の
人
口
は
、
平
成

７
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
い
ま
す
。
加
速
度
的
に
子

ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
座
談
会
に
お
い

て
、
小
学
校
５
つ
と
中
学
校
２
つ

を
こ
の
先
も
維
持
す
る
の
は
難
し

い
と
話
し
ま
し
た
。
本
町
の
子
ど

も
を
き
ち
ん
と
育
て
る
た
め
に
は

地
区
の
枠
を
超
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
と
何
度
も
説
明
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
条
件
下
で
学
校
の
あ 大

おお

久
く

保
ぼ

 敏
とし

夫
お

 議員

り
、
空
調
設
備
の
故
障
、
地
震
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
、
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
結
論
を
出

さ
な
い
と
い
け
な
い
時
期
に
来
て

い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

再
編
整
備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
多
く
の
人
た
ち
の
考
え
を
聞

い
た
上
で
令
和
６
年
度
中
に
は
方

向
性
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

持

続

可

能

で

活

性

化

す

る

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て
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八
千
代
町
消
防
団
の
活
躍
と
町

民
か
ら
の
信
頼
は
、
皆
様
が
認
識

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
代
社
会
で
は
仕
事
や
家
庭

の
責
任
に
追
わ
れ
、
消
防
団
活
動

に
参
加
す
る
た
め
の
時
間
を
確
保

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
行

う
の
は
団
員
の
方
々
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
消
防
団
活
動
は
、
消
防

後
援
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
改
正

に
よ
り
消
防
団
報
酬
の
見
直
し
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
団

員
個
人
の
報
酬
は
増
額
さ
れ
ま
し

た
が
、
各
分
団
の
活
動
費
は
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
消
防
団

が
活
動
し
や
す
い
制
度
に
見
直
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

今
回
の
予
算
は
、
消
防

本
部
の
方
々
と
協
議
し
た
上
で
上

程
し
て
い
ま
す
。
予
算
総
額
は
、

昨
年
よ
り
も
４
０
０
万
円
ほ
ど
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
、
今
回
の
条
例
改
正
に
伴
っ
て

消
防
団
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
場

合
に
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
おお

里
さと

 岳
たけ

史
し

 議員

消

防

団

に

つ

い

て

す
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
、
団
員

の
確
保
維
持
な
ど
も
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
団
員
が

集
ま
ら
な
い
原
因
は
、
操
法
大
会

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
半
年
に
渡

る
週
に
３
日
の
訓
練
や
、
訓
練
に

参
加
出
来
る
団
員
と
出
来
な
い
団

員
間
の
格
差
問
題
な
ど
、
団
員
の

心
身
に
非
常
に
負
担
を
か
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
問
題
視
し
て
、
近

隣
市
町
村
で
も
操
法
大
会
へ
の
参

加
を
見
合
わ
せ
る
自
治
体
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町　

長　

本
町
の
消
防
長
の
立
場

と
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。
消
防
団

へ
の
入
団
の
不
安
材
料
と
し
て
操

法
大
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
大
会
の
た
め
の

訓
練
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
で

き
る
限
り
操
法
大
会
へ
の
出
場
を

続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ポ
ン
プ
車
の
操
作
や
規
律
の

訓
練
、
そ
し
て
団
体
行
動
を
支
え

る
上
で
、
や
は
り
操
法
大
会
は
大

事
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま

行
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
他
自
治
体
の

状
況
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
を
行

い
、
地
元
医
師
会
の
ご
意
見
も
確

認
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進

め
る
と
と
も
に
、
接
種
の
助
成
以

外
の
支
援
の
方
法
な
ど
も
含
め
て

検
討
を
い
た
し
ま
す
。

　

家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
役

場
で
様
々
な
手
続
き
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
残
さ
れ
た
家
族
に
何
度

も
役
場
等
に
足
を
運
ぶ
の
は
負
担

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
死
亡
後

の
手
続
き
を
一
つ
の
窓
口
に
集
約

化
す
る
、
お
悔
や
み
窓
口
の
創
設

に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

死
亡
届
が

提
出
さ
れ
た
時
に
、
死
亡
後
の
行

政
手
続
き
の
概
要
と
担
当
課
の
連

絡
先
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
遺
族

の
方
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
手
続

き
が
必
要
な
関
係
各
部
署
は
大
部

分
が
本
庁
舎
１
階
に
あ
り
ま
す
の

帯

状

疱

疹

ワ

ク

チ

ン

助

成

に

つ

い

て

　

帯
状
疱
疹
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
予
防
で
き
る
こ
と
が
、
報
道

や
病
院
に
よ
る
周
知
に
よ
り
、
認

知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

は
生
ワ
ク
チ
ン
で
、
１
回
約
１
万

円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
約

２
万
円
と
高
額
で
、
し
か
も
２
回

接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
物
価
高
騰
に
よ
り
生
活
は

逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
し
た
く
て
も
、
こ
の
金
額

で
は
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。
令

和
５
年
４
月
よ
り
筑
西
市
で
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
助
成
を
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

茨
城
県
内
で
も

筑
西
市
の
ほ
か
、
４
つ
の
自
治
体

が
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を 赤

あか

荻
おぎ

 妙
たえ

子
こ

 議員

で
、
担
当
者
間
で
横
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
手
続
き
を
し
て
い
ま

す
。
１
か
所
へ
窓
口
を
ま
と
め
る

と
、
混
雑
を
招
く
可
能
性
も
あ

り
、
電
話
予
約
制
度
を
設
け
る
こ

と
は
、
住
民
の
方
の
時
間
を
制
限

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
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が
必
要
だ
と
判
断
が
さ
れ
た
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
に
合
わ

せ
た
発
達
支
援
事
業
に
つ
な
げ
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
障
害
児
通
所
支
援
を

提
供
し
て
い
る
事
業
所
が
他
自
治

体
と
比
べ
て
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

町
内
で
の
障
害

児
の
通
所
支
援
を
提
供
し
て
い
る

事
業
所
に
つ
い
て
は
２
カ
所
で

す
。
従
い
ま
し
て
、
全
て
の
障
害

児
通
所
支
援
を
町
内
の
事
業
所
で

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
町

外
の
事
業
所
を
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が
町

外
の
事
業
所
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
町
内
に
事

業
所
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
声
は
聞
こ
え

て
こ
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

５
歳
児
健
診
は
、
発
達
障
害
の

子
ど
も
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
入
学
前
に
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
も

２
０
２
３
年
度
補
正
予
算
に
費
用 榎

えの

本
もと

 哲
てつ

朗
ろう

 議員

５

歳

児

健

診

に

つ

い

て

の
半
分
を
自
治
体
に
助
成
す
る
事

業
を
盛
り
込
み
、
本
格
的
な
支
援

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
５
歳
児

健
診
の
導
入
に
つ
い
て
提
案
し
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
害
の
早
期
発

見
の
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

保
健
福
祉
部
長　

３
歳
児
健
診
か

ら
小
学
校
入
学
前
の
就
学
時
健
診

ま
で
の
お
よ
そ
３
年
間
、
空
白
の

期
間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
５

歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
大
変
重
要

な
事
業
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
５
歳
児
健
診
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
の
医

師
、
保
健
師
、
及
び
公
認
心
理
師

な
ど
の
専
門
家
を
確
保
し
、
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
地
元
の
医
師
会
の
意
見
を

伺
う
と
と
も
に
近
隣
自
治
体
の
動

向
や
先
進
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
早
期
発
見
へ
の
取

組
に
関
し
て
は
、
町
で
行
う
健
診

に
お
い
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

育
児
の
相
談
を
し
な
が
ら
、
支
援

事
業
を
進
め
ま
す
と
答
弁
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
一
向
に
進
み
ま
せ
ん
。

当
時
の
答
弁
を
認
識
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

町　

長　

当
時
の
答
弁
を
確
認
し

ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
進
め
ま
す

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

考
え
は
私
も
一
緒
で
す
。
し
か
し
、

事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
ク
リ
ア

す
る
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る

と
い
う
の
も
事
実
で
す
。

　

圏
央
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
級
町
道
15
号
線
の
圏
央
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
需

要
性
は
ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

町　

長　

坂
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
大
規

模
な
工
業
団
地
の
整
備
状
況
を
見

ま
す
と
、
改
め
て
高
速
道
路
と
い

う
イ
ン
フ
ラ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
さ
が
伺
え
ま
す
。
高
速
移
動
の

時
代
の
中
で
、
圏
央
道
の
存
在
は

大
き
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
高
速

道
路
の
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

は
産
業
、
観
光
、
生
活
を
す
る
上

一

級

町

道

15

号

線

道

路

改

良

工

事

に

つ

い

て

　

一
級
町
道
15
号
線
道
路
改
良
工

事
整
備
事
業
は
、
平
成
16
年
の
橋

梁
の
新
設
及
び
安
静
畑
総
へ
の
接

続
道
路
建
設
に
つ
い
て
の
請
願
書

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
道
路

整
備
事
業
に
着
手
と
な
り
ま
し

た
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

令
和
元
年
度
に

橋
梁
の
予
備
設
計
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
現

在
に
至
る
ま
で
事
業
を
休
止
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
主
要
幹
線
道
の

整
備
は
、
財
源
的
な
制
約
も
あ
り
、

一
級
町
道
８
号
線
及
び
一
級
町
道

５
号
線
の
道
路
改
良
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
一
級
町
道
15
号
線
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
道
路
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
大
久
保
司
元
町
長
時
代
に
、 大

おお

久
く

保
ぼ

 武
たけし

 議員

で
、
大
変
重
要
な
事
業
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
請
願

で
す
の
で
、
真
摯
に
対
応
し
て
、

出
来
る
だ
け
早
く
国
や
県
へ
と
事

業
を
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町　

長　

請
願
も
、
行
政
区
か
ら

の
要
望
も
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
請
願
や
要
望

を
、
一
つ
ず
つ
や
り
遂
げ
て
い
る

段
階
で
す
。
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な
が
り
ま
す
。

町　

長　

飼
い
主
に
と
っ
て
、

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
で
す
。

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　

本
町
の
地
域
防
災
計
画
に
は
、

震
度
６
以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
場

合
、
全
職
員
が
参
集
と
い
う
記
載

が
あ
り
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
と

な
れ
ば
自
治
体
職
員
も
被
災
者
で

す
し
、
町
外
在
住
の
職
員
で
あ
れ

ば
、
道
路
の
寸
断
な
ど
で
参
集
は

さ
ら
に
困
難
を
極
め
、
非
常
に
少

な
い
職
員
数
で
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
十
分
考
え
ら
れ
ま

す
。
災
害
時
の
人
手
不
足
に
対
し

て
の
対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長　

大
規
模
災
害
時
の
人

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町

で
は
他
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と

災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
茨
城
県
内
外
の

市
町
村
や
民
間
事
業
者
を
合
わ
せ

て
、
31
件
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　

避
難
所
に
お
け
る
最
低
ト
イ
レ

数
は
50
人
に
１
個
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
最
大
何
人
の
避

難
者
を
想
定
し
て
、
い
く
つ
の
災

害
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

か
。

赤
あか

塚
つか

 千
ち

夏
なつ

 議員

防

災

対

策

に

つ

い

て

総
務
部
長　

本
町
で
は
12
の
指
定

避
難
所
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車

場
へ
の
車
中
避
難
を
含
め
て
約

１
万
５
０
０
０
人
程
度
の
避
難
者

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
災

害
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
70
基
あ
り

ま
す
。

　

指
定
避
難
所
で
の
生
活
が
難
し

い
要
配
慮
者
の
人
数
と
、
そ
の

方
々
が
避
難
す
る
福
祉
避
難
所
の

指
定
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
要
配
慮

者
の
人
数
は
５
１
９
名
で
す
。
福

祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
５
つ
の

福
祉
施
設
と
協
定
を
結
ん
で
確
保

し
て
い
ま
す
が
、
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
に
よ
る
指
定
福
祉
避
難

所
の
基
準
や
、
受
入
体
制
の
把
握

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
が
い
る
と
い
う
理
由
で

車
中
泊
を
選
び
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
を
引
き
起
こ
し
て
亡

く
な
る
方
も
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
同

伴
避
難
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
、

飼
い
主
の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ

箇
所
に
増
設
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
給

食
が
食
べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
家

庭
で
は
お
弁
当
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
、
特
別
調
理
室

を
稼
働
さ
せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
給
食
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
す
ぐ
全
品
対
応
で
き
な

い
と
し
て
も
、
一
品
か
ら
で
も
対

応
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
部
長　

卵
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
児
童
生
徒
が
一
番
多

い
こ
と
か
ら
、
卵
を
使
用
し
な
い

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
デ
ザ
ー
ト
を
出
す

な
ど
の
工
夫
を
し
、
な
る
べ
く
多

く
の
児
童
生
徒
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
献
立
作
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
完
全
弁
当
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
給

食
費
相
当
額
の
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

防

犯

カ

メ

ラ

の

増

設

を

　

現
在
、
留
守
の
お
宅
や
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
空
き
巣
や
自
動
車
等

の
盗
難
及
び
海
外
を
拠
点
に
し
た

広
域
窃
盗
団
に
よ
る
被
害
が
非
常

に
増
え
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、

神
社
の
屋
根
の
銅
板
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
、
農
作
物
や
農
業
資
材
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
盗
難
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
防
犯

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯
罪
の

抑
止
に
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
増
設
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

町　

長　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
や

防
犯
灯
の
設
置
は
、
非
常
に
重
要

な
事
業
で
す
。
今
後
も
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
や
環
境
へ
の
影
響

等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
行
政
区
や

警
察
の
方
々
と
連
携
し
、
必
要
な 生

なま

井
い

 和
かず

巳
み

 議員

教
育
長　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と

な
る
食
品
や
症
状
は
児
童
生
徒
に

よ
り
異
な
り
、
誤
っ
た
判
断
や
対

応
は
体
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
呼
吸
困
難
な
ど
重

篤
な
症
状
と
な
っ
て
現
れ
、
命
に

関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
学
校

給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

に
お
い
て
安
易
な
判
断
は
避
け
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。
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税
率
で
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

支
払
準
備
基
金
に
つ
い
て
の
説

明
を
願
い
ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

保
険
者
で

あ
る
町
は
、
支
払
準
備
基
金
を
設

け
、
国
保
事
業
納
付
金
の
増
額
、

保
険
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
る

財
源
不
足
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
の
一
般
会
計
繰

入
金
は
何
故
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
本
町
の
介
護
保
険
料

は
高
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

保
健
福
祉
部
長　

一
般
会
計
繰
入

金
は
、
介
護
給
付
費
や
介
護
予
防

事
業
、
包
括
的
支
援
事
業
や
任
意

事
業
及
び
介
護
保
険
事
務
に
従
事

す
る
職
員
人
件
費
と
事
務
的
経
費

等
に
つ
い
て
、
そ
の
所
要
額
を
法

定
割
合
で
繰
入
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
本
町
の
介
護
保
険
料
の
水

準
は
、
県
内
44
市
町
村
中
、
高
い

ほ
う
か
ら
34
番
目
で
す
。

𠮷
よし

田
だ

 安
やす

夫
お

 議員

　

介
護
給
付
準
備
基
金
に
つ
い
て

の
説
明
を
願
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

保
険
者
で
あ
る

町
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

設
け
、
事
業
運
営
の
安
定
に
努
め

て
い
ま
す
。
基
金
は
、
事
業
計
画

期
間
に
生
じ
た
保
険
料
の
余
剰
金

を
積
み
立
て
る
一
方
、
給
付
費
の

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
は
取
り
崩

し
を
行
う
な
ど
、
介
護
保
険
財
政

の
安
定
を
図
る
う
え
で
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
般
会

計
繰
入
金
は
何
故
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
本
町
の
国
民
健
康

保
険
税
は
高
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

本
来
、
国

民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
税
や
、
法
律
に
基

づ
く
公
費
に
よ
り
運
営
を
す
る
べ

き
で
す
が
、
被
用
者
保
険
と
比
べ

て
、
被
保
険
者
の
年
齢
層
が
高
く

医
療
費
が
高
額
と
な
る
こ
と
、
年

金
生
活
者
や
、
離
職
し
無
職
の
方

が
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
保

険
税
な
ど
の
歳
入
だ
け
で
は
運
営

で
き
な
い
た
め
、
法
律
や
一
定
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
町
の
一
般

会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
国
民
健
康
保
険

税
率
は
、
国
保
事
業
納
付
金
額
の

当
面
の
見
通
し
な
ど
を
考
慮
し
た

と
で
、
特
定
の
ス
キ
ル
や
職
務
内

容
に
強
い
人
材
を
獲
得
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

総
務
部
長　

本
町
で
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
地
域
活
性
化
起
業

人
の
制
度
に
よ
り
、
国
際
交
流
・

多
文
化
共
生
及
び
賑
わ
い
創
出
の

分
野
に
お
け
る
人
材
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
分
野
に
お
け
る
人
材
を
採

用
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
学
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
町
へ
の
解
像
度
が
高
ま
り
、
こ

れ
か
ら
も
関
わ
り
続
け
る
進
路
選

択
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

本
年
度
、
城
西
大
学

か
ら
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
受
け
入
れ
、
生
涯
学
習
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
制
度
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
は
、

移
住
定
住
促
進
施
策
は
重
要
で

す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
地
域
、
ひ

い
て
は
日
本
全
体
で
人
口
の
奪
い

合
い
を
し
て
い
る
と
も
言
え
ま

す
。
本
町
の
今
後
の
人
口
推
移
と
、 谷

や

中
なか

 理
り

矩
く

 議員

今
後
の
人
口
推
移
と
デ
ジ
タ
ル

住
民
票
（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
）
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
住
民
票
を
発
行
し
、
本

町
の
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

秘
書
公
室
長　

本
町
の
今
後
の
推

計
人
口
は
30
年
間
で
７
１
２
５

人
、
約
34
％
の
減
少
と
い
う
数
値

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

町　

長　

デ
ジ
タ
ル
住
民
票
の
発

行
は
、
非
常
に
面
白
い
取
り
組
み

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
前
向
き
に

検
討
い
た
し
ま
す
。

　

離
職
後
に
役
場
で
再
び
働
き
た

い
と
い
う
方
向
け
に
、
復
職
制
度

を
整
え
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
が
、
町
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長　

実
態
に
合
わ
せ
て
導

入
に
向
け
検
討
を
し
ま
す
。

　

業
務
の
多
様
化
や
高
度
化
に
よ

り
職
員
の
負
担
が
増
え
て
い
ま

す
。
ジ
ョ
ブ
型
採
用
を
進
め
る
こ

国

民

健

康

保

険

税

に

つ

い

て



23　　広報やちよ№ 775　2024.5 月号

　

永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

功
労
者
と
し
て
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
長
よ
り
水
垣
正

弘
議
員
（
議
員
在
職
27
年
以

上
）
が
、
茨
城
県
町
村
議
会

議
長
会
長
よ
り
、
上
野
政
男

議
長
（
議
員
在
職
20
年
以

上
）
、
大
里
岳
史
議
員
（
議

員
在
職
12
年
以
上
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
及
び
茨
城
県
町

村
議
会
議
長
会
長
表
彰

　

去
る
、
３
月
27
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

　

ま
ず
、
境
町
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
境
町
議
会
議
長
よ
り
現
在
の
議
員
定
数
12
名

に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
平

成
25
年
12
月
以
降
の
議
員
辞
職
に
よ
り
、
数
年
に
渡
り
議
員
定
数
に
対
し
欠
員
が
生
じ

て
い
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
も
今
の
現
職
議
員
数
で
議
会
運
営
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
員
定
数
を
削
減
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
境
町
議
会
で
は
平
成
28
年
11

月
８
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
議
長
よ
り
議
員
定
数
を
12
名
に
削
減
す
る
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
直
ち
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
一

度
持
ち
帰
り
各
議
員
が
町
民
の
意
見
を
聴
取
し
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
28
年
11
月
28
日
に
再
度
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
住
民
か
ら

の
声
や
行
政
改
革
を
大
義
名
分
と
し
、
ま
た
議
員
自
ら
が
襟
を
正
し
、
議
会
と
し
て
存

在
意
義
を
持
て
る
よ
う
12
名
へ
の
定
数
削
減
を
、
議
会
運
営
委
員
長
名
で
発
議
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
28
年
12
月
５
日
発
議
に
よ
り
、
議
員
定

数
が
12
名
に
な
り
、
そ
の
後
平
成
29
年
５
月
24
日
発
議
に
よ
り
、
常
任
委
員
会
を
３
委

員
会
か
ら
２
委
員
会
に
統
合
し
て
現
在
に
至
る
そ
う
で
す
。
今
後
、
八
千
代
町
議
会
に

お
け
る
議
員
定
数
の
問
題
や
常
任
委
員
会
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
、

非
常
に
有
意
義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
境
町
に
お
け
る
移
住
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
、
民
間
資
金
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
移
住
定
住
促
進
子
育
て
世
帯
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
や
、
総
事
業
費
を
入
居

者
の
家
賃
収
入
で
賄
う
子
育
て
世
帯
移
住
定
住
促
進
の
た
め
の
戸
建
住
宅
、
子
ど
も
を

遊
ば
せ
な
が
ら
働
け
る
環
境
を
提
供
す
る
子
育
て
支
援
施
設
「
Ｓ
―
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＋
Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
」
や
、
雨
天
や
日
差
し
の
強
い
日
で
も
安
心
し
て
遊
べ
る
子
育
て
世
帯
向
け
施
設

「
ニ
コ
ニ
コ
パ
ー
ク
全
天
候
型
」
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

以
上
が
議
会
議
員
研
修
視
察
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
結
び
に
あ
た
り
、
時
間
を
割

い
て
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
お
礼
を
申
し
上
げ
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

研修中の様子境町役場にて
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株式会社宮本工務店
大里産業株式会社
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３
月

　

３
月
2121
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
町
の
発

日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
町
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
八
千
代

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
八
千
代

町
総
合
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ

町
総
合
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ

れ
た
の
は
、
表
彰
と
感
謝
の
部
を
合
わ
せ
て

れ
た
の
は
、
表
彰
と
感
謝
の
部
を
合
わ
せ
て
3535
人
５
人
５

社
１
団
体
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

社
１
団
体
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

式典の様子


